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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マップデータに含まれる領域内のナビゲーションできる経路の区域を表す、ナビゲーシ
ョンできる複数の区域を含むマップデータを生成するために位置決定データを処理する方
法であり、
　前記区域は夫々関連付けられた速度データを持つように構成され、
　（ｉ）少なくとも１つのナビゲーションできる区域（一般的には各ナビゲーションでき
る区域）に関連付けられた速度データを、前記速度データが前記速度データと関連付けら
れたナビゲーションできる区域のパラメータに従って分類され得る複数の分類を持つクラ
シフィケーションの１つの分類に分類する工程と、
　（ｉｉ）前記クラシフィケーションの各分類の分類平均を生成する工程と、
　（ｉｉｉ）関連付けられた速度データが存在するかを確認するために、少なくともいく
つかのナビゲーションできる区域（一般的には各ナビゲーションできる区域）を評価する
工程と、
　（ｉｖ）あるナビゲーションできる区域に関連付けられた速度データが存在しない場合
、処理中のナビゲーションできる区域のパラメータに従って、前記分類平均を前記処理中
のナビゲーションできる区域の速度データとして用いる工程と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記方法は、
　少なくとも１つの携帯ナビゲーション装置（一般的には複数の携帯ナビゲーション装置
）から、ＧＰＳデータをアップロードすることにより得られたＧＰＳデータを受信し、１
つ以上の前記ナビゲーションできる区域に関連付けられた速度データを生成するためにＧ
ＰＳデータを処理する最初のステップを含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　ナビゲーションできる区域に関連付けられた速度データを分析し、前記速度データの質
を決定する工程と、
　前記速度データの前記質が所定の限度以下である場合は前記速度データを置き換える工
程とを含むことを特徴とする、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記速度データを処理することは、前記マップデータに含まれる各ナビゲーションでき
る区域に対する、測定された速度データを生成することを目的とする、請求項２又は請求
項２に依存する請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記処理は、各ナビゲーションできる区域に対する、第１の期間をカバーする測定され
た速度プロファイルを生成することを目的とし、前記第１の期間は１日であり得ることを
特徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定された速度プロファイルの質が所定の限度以下である場合は、前記ナビゲーシ
ョンできる区域の前記測定された速度プロファイルを、第１の期間より長い第２の期間の
測定された速度プロファイルで置き換えることを特徴とする、請求項４又は５に記載の方
法。
【請求項７】
　前記（ｉ）の工程において、前記平均速度は所定のクラシフィケーションに従って分類
されることを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　生成された速度プロファイルのクラスタを生成するために、前記測定された速度プロフ
ァイルにクラスタ分析を行う工程をさらに含むことを特徴とする、請求項１乃至７のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　少なくともいくつかのナビゲーションできる区域（一般的には各ナビゲーションできる
区域）に関連付けられた速度データをクラスタ生成された速度データにマッピングする工
程をさらに含むことを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくともいくつかのナビゲーションできる区域（一般的には各ナビゲーションで
きる区域）に関連付けられた速度データは、前記クラスタ生成された区域を参照して置き
換えられることを特徴とする、請求項８又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記クラスタ生成された速度プロファイルは、パラメータに従って正規化されることを
特徴とする、請求項８乃至１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ナビゲーションできる区域について、前記クラスタ生成速度プロファイルを正規化
するために用いられる前記パラメータをマップデータに保存する工程を含む、請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　マップに含まれる領域内のナビゲーションできる経路の区域を表す、ナビゲーションで
きる複数の区域を含むマップデータを処理するように構成された機械であり、
　前記区域は夫々関連付けられた速度データを持つように構成され、
　少なくとも１つのナビゲーションできる区域（一般的には各ナビゲーションできる区域
）に関連付けられた速度データを、前記速度データが前記速度データと関連付けられたナ
ビゲーションできる区域のパラメータに従って分類され得る複数の分類を持つクラシフィ
ケーションの１つの分類に分類し、
　前記クラシフィケーションの各分類の分類平均を生成し、
　関連付けられた速度データが存在するかを確認するために、少なくともいくつかのナビ
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ゲーションできる区域（一般的には各ナビゲーションできる区域）を評価し、
　あるナビゲーションできる区域に関連付けられた速度データが存在しない場合、処理中
のナビゲーションできる区域のパラメータに従って、前記分類平均を前記処理中のナビゲ
ーションできる区域の速度データとして関連付けるように構成された、機械。
【請求項１４】
　マップデータに含まれる領域内のナビゲーションできる経路の区域を表す、ナビゲーシ
ョンできる複数の区域を含むマップデータであって、
　前記ナビゲーションできる区域の各々は、関連付けられた速度データを持ち、クラシフ
ィケーションの１つの分類に分類されており、
　前記ナビゲーションできる区域の少なくとも１つは、同じ分類の異なるナビゲーション
できる区域の速度データの平均を含む速度データが関連付けられていることを特徴とする
、マップデータ。
【請求項１５】
　命令を含む、機械可読な記憶媒体であって、機械によって読み込まれると前記機械に、
　（ｉ）請求項１乃至１２のいずれかの方法を実行させることと、
　（ｉｉ）請求項１３の機械として機能させることと、
　（ｉｉｉ）請求項１４のマップデータにアクセスできるようになることと、
　のいずれか実行させることを特徴とする記憶媒体。
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